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になる Single incision laparoscopic percutaneous extraperitoneal closure（SILPEC）を開発し，
その術式を検討した． 
【対象】 
2009年 10月より 2010年 4月までの 7ヶ月間に SILPEC法を行った 0〜15歳の鼠径ヘルニア，陰嚢
水腫 62症例（男 34例，女 28例）を対象とした． 
【方法】 











Single incision による LPEC は安全に施行することが出来，整容面に関する満足度も高く，有用
なヘルニア手術法の一つとなりうると思われる． 
 





incision laparoscopic percutaneous extraperitoneal closure（SILPEC）を開発し，その有用性を評
価したものである． 
 対象には 2009 年 10 月より 2010 年 4 月までの 7 ヶ月間に SILPEC 法を行った 0〜15 歳の鼠径ヘ
ルニア，陰嚢水腫 62 症例（男 34 例，女 28 例）を用いた． 





ア門を閉鎖した．この方法で従来法の Potts 法と同等のヘルニア嚢の高位結紮が行なうことができた． 
結果として，腹腔鏡下に内鼠径輪開大を認めた片側 32 例（右:22 例，左:10 例），両側 30 例を SILPEC
法により閉鎖した．トロッカーの追加も不要であった．術中偶発症はなく，術後経過も問題なく，観
察期間中の再発は認めていない． 
以上，single incision による LPEC は安全に施行することができ，整容面に関する満足度も高か
った．手術時間も従来の Potts 法より短く，低侵襲と評価できる有用な小児の鼠径ヘルニア手術法に
なりうることが示された． 
本研究は、鼠径ヘルニア，陰嚢水腫の手術を単孔式に行った初めての報告であり，低侵襲で整容面
に関する満足度の高い SILPEC は今後，標準的な術式になりうることが期待される．よって本研究
は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された． 
